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職　　種 採用予定人員 受　験　資　格

一般行政職（事務） 若 干 名
平成 6 年 4 月2 日から平成 18 年 4 月1日までの間に生まれた人で、高
校卒業以上の学力を有する人（令和 6 年 3 月末日までに高校卒業見込
みの人を含む）

土木技術職 1人程度
平成元年 4 月2 日以降に生まれた人で、２級土木施行管理技士以上の
資格を有する人

学　芸　員
（埋蔵文化財担当） 1人程度

平成元年 4 月2 日以降に生まれた人で、大学または大学院で考古学の課程を卒業ま
たは修了し（令和６年３月末日までに卒業または修了見込みの人を含む）、博物館法
による学芸員の資格を有する人（令和６年３月末日までに資格取得見込みの人を含む）

令和５年度　上富田町職員採用試験　　◆職種・採用予定人員・受験資格

＊卒業・修了見込み者が令和６年３月末日までに卒業・修了できなかった場合または資格取得見込み者が令和６年３月末日までに
資格を取得できなかった場合は、この試験に合格しても採用資格を失います。

　
令
和
６
年
度
採
用
の
上
富
田

町
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
時
期 

令
和
６
年
４
月
１
日

第
一
次
試
験

　
９
月
17
日
㊐ 

午
前
９
時
～
　

　
上
富
田
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

第
二
次
試
験 

10
月
下
旬
を
予
定

　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途

通
知
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　
７
月
18
日
㊋
～
８
月
14
日
㊊

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
。

※
郵
送
の
場
合
は

　
８
月
14
日
㊊
消
印
有
効

申
込
書
配
布
場
所

　
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田

町
朝
来
７
６
３
番
地

　
上
富
田
町
役
場
総
務
課
庶

務
・
危
機
管
理
班
（
⑪
番
窓
口
）

ま
た
は
上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
試
験
案
内
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他

　
受
験
資
格
や
申
し
込
み
方
法

等
の
詳
細
は
、
上
富
田
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
試
験
案
内
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時

・
白
滝
住
宅
７
号
（
生
馬
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時

・
白
滝
住
宅
８
号
（
生
馬
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時

会
　
場

　
　
役
場
　
２
階
大
会
議
室

入
居
条
件

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

　
納
が
な
い
こ
と

・
町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と
。

問 

建
設
課
　
管
理
班（

⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

募
集
住
宅 

３
戸
（
朝
来
・
生
馬
）

・
飛
曽
川
団
地
Ｃ
‐
１
‐
６
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
６
年
度

　
家
賃
（
１
５
，
１
０
０
円
～

　
　
　
　 

２
９
，
７
０
０
円
）

・
白
滝
住
宅
７
号
・
８
号（

生
馬
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
19
年
度

※
家
賃
　（
９
，
７
０
０
円
～
　

　
　
　
　
　 

１
９
，
２
０
０
円
）

※
飛
曽
川
団
地
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
管
理
費
が
、
別
途
必

要
に
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
管
理
費

　
別
途
　
月
額
２
，
０
０
０
円

※
家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全

　
体
の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

対 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

場
所
を
有
す
る
者

申 

配
布
・
受
付
　
期
間

７
月
３
日
㊊
か
ら

７
月
21
日
㊎
ま
で

場 

役
場
　
建
設
課

※
申
込
の
配
布
・
受
付
は
、
平

日
の
み
、
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
。

抽
選
日

　
８
月
１
日
㊋

・
飛
曽
川
団
地
Ｃ
‐
１
‐
６
号

（
朝
来
）

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐

国
民
健
康
保
険
税

改
正
の
お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
の
上
富
田
町
国
民
健

康
保
険
税
を
左
記
表
の
と
お
り
改

正
し
ま
し
た
。

問 

税
務
課
　
課
税
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

② 税額および課税限度額

① 軽減判定所得金額

５割
軽減

改正前
基礎控除額　43 万円＋ (28.5 万円×被保険者数）

＋ (10 万円×（給与所得者等の数－ 1））以下

改正後
基礎控除額　43 万円＋ (29 万円×被保険者数） 
＋ (10 万円×（給与所得者等の数－ 1）） 以下

２割
軽減

改正前
基礎控除額　43 万円＋ (52 万円×被保険者数）
＋ (10 万円×（給与所得者等の数－ 1））以下

改正後
基礎控除額　43 万円＋ (53.5 万円×被保険者数）

＋ (10 万円×（給与所得者等の数－ 1））以下

医 療 保 険 分 後期高齢者支援金分 介 護 保 険 分

所得割額 6.60％　→　 7.00％ 1.80％　→　 2.40％ 1.80（変更なし）

資産割額 11.50％　→　8.00％ 3.10％　→　 2.80％ 4.50％　→　 4.00％

均等割額 24,000 円 → 26,500 円 6,300 円 → 9,000 円 9,500 円 → 10,400 円

平等割額 34,000 円 → 34,500 円 9,000 円 → 11,500 円 10,000 円 → 9,900 円

課税限度額 65 万円（変更なし） 20 万円 → 22 万円 17 万円（変更なし）
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く
わ
し
く
は
ご
み
収
集
日
程
の

11
～
13
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い

世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
資
料
を
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

‐
教
養
学
部
‐
　
‐
大
学
院
‐

○
出
願
期
間

　
６
月
10
日
～
８
月
31
日

　
９
月
１
日
～
９
月
12
日

　（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も

　  

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
）

問 

放
送
大
学

和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

令
和
５
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　
元
上
富
田
町
消
防
団

　
　
第
３
分
団
副
分
団
長
　

　
　
藪
本
　
守
哉
さ
ん

　
　
　
　
　
66
歳
　
岡

　
昭
和
54
年
に
消
防
団
に
入
団

し
て
以
来
38
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
火

災
等
の
災
害
か
ら
守
り
、
消
防

の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

第
40
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　
元
和
歌
山
県
警
部

　
　
堀
　
高
典
さ
ん

　
　
　
　
73
歳
　
朝
来

　
昭
和
43
年
4
月
に
和
歌
山
県

巡
査
を
拝
命
さ
れ
、
以
来
平
成

22
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
42

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
そ
の
強

い
正
義
感
、
使
命
感
を
持
っ
て
、

昼
夜
を
問
わ
ず
警
察
職
務
に
精

励
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
自
宅
に
交
付
通
知
書
（
は

が
き
）
が
届
い
た
方
は
、
役
場

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に

カ
ー
ド
の
申
請
を
さ
れ
た
方

は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し

込
み
も
行
え
ま
す
。

時 

【
休
日
】

　
７
月
23
日
㊐

　
９
時
～
正
午
、
13
時
～
16
時 

　【
夜
間
】

　
７
月
６
・
13
・
20
・
27
日
　

　
毎
週
木
曜
日
　
19
時
ま
で

場 

役
場
特
設
窓
口

　（
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
）

※
住
所
異
動
の
手
続
き
や
住
民

票
・
戸
籍
等
の
発
行
は
行
え

ま
せ
ん
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

　 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

　 

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
】

　 

振
興
課
　
企
画
・
商
工
観
光

班

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
和
歌
山
県
が
実
施
す
る
狩
猟

免
許
試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

事
前
講
習
会
（
１
日
間
）

時 

８
月
17
日
㊍

　 

　
９
時
30
分
～
17
時
ま
で

狩
猟
免
許
試
験

時 

８
月
20
日
㊐ 

正
午
開
始

試
験
申
し
込
み
期
間

時 

７
月
10
日
㊊
～
28
日
㊎

※
定
員
が
超
過
し
た
時
点
で
申

　
込
を
締
め
切
り
ま
す
。

助
成
金
額

　
講
習
会
受
講
料
の
全
額

　
試
験
手
数
料
の
２
分
の
１

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業

従
事
者
も
し
く
は
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

狩
猟
者
登
録
を
し
た
方

申 

役
場
振
興
課
で
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
上
富
田
町
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
13

年
３
月
末
ま
で
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
捕
獲
に
限
り
、
わ
な
猟
免
許

の
資
格
が
な
く
て
も
、
自
己
所

有
地
に
捕
獲
檻
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
捕
獲
檻
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
⑦
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
町
指
定
の
ご
み
袋
に
入
ら
な

い
可
燃
ご
み
の
直
接
搬
入
は
、

左
記
に
て
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

受
付
場
所

　
上
富
田
町
粗
大
ご
み

　
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

　
岩
田
１
９
６
７
番
地

受
付
日
時

　
月
曜
日
・
金
曜
日

　
偶
数
日
の
土
曜
日

　
　
　
朝
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
昼
12
時
30
分

　
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
上
富
田
町
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

叙 
勲 

受 

章　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
は
お
済
み
で
す
か
？

狩
猟
免
許
取
得

事
前
講
習
会
・
試
験
ご
案
内

狩
猟
免
許

 

取
得
費
用
一
部
助
成

田
辺
市 

ご
み
処
理
場

ご
み
の
持
ち
込
み
不
可

特
定
外
来
生
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）

 

捕
獲
檻
の
貸
し
出
し

‐
お
知
ら
せ
‐

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
休
日
・
夜
間
窓
口

放
送
大
学
‐
入
学
生
募
集
‐

-2-



　
上
富
田
町
で
は
、
次
の
対
象

者
の
方
に
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
健
康
保
険
証
と
一

緒
に
医
療
機
関
等
で
提
示
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

老
人
医
療
費

　
67
～
69
歳
で
、
①
～
⑦
の
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

で
な
い
。

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

者
で
な
い
。

③
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

る
。

④
世
帯
全
員
の
前
年
中
の
収
入

合
計
金
額
が
次
の
基
準
以
下
。

１
人
世
帯

：

100
万
円

　
２
人
世
帯

：

140
万
円

（
以
下
、
人
数
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
基
準
額
へ
40
万
円
を
加
算
）

※
収
入
は
、
所
得
税
や
町
県
民

税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い

遺
族
年
金･

遺
族
恩
給･

障

害
年
金･

老
齢
福
祉
年
金･

雇
用
保
険･

福
祉
給
付
金
を

含
む

⑤
受
給
対
象
者
の
金
融
資
産
の

合
計
額
が
350
万
円
以
下
で
、

世
帯
全
員
の
金
融
資
産
の
合

計
が
350
万
円
×
世
帯
員
数
以

下
。

※
金
融
資
産
＝
預
貯
金･

国
債
・

株
式
な
ど

⑥
世
帯
全
員
が
、
今
住
ん
で
い

る
土
地･

家
屋
以
外
の
不
動

産
や
地
金
な
ど
の
動
産
等
、

活
用
で
き
る
所
有
資
産
が
な

い
。

⑦
受
給
対
象
者
が
世
帯
外
の
者

の
扶
養
で
な
い
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
割
合
が

２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
所
得

制
限
あ
り
】

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費

　
所
定
の
診
断
書
に
よ
り
精
神

障
害
が
認
め
ら
れ
、
受
給
者
証

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
精
神
通
院
に
か
か
る
保
険
診
療

の
自
己
負
担
１
割
の
半
分
が
、

払
い
戻
し
申
請
に
よ
り
助
成
さ

れ
ま
す
】

重
度
心
身
障
害
児（
者
）医
療
費

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
１
級
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
65
歳
未
満
の
方

ま
た
は
65
歳
以
上
で
平
成
18
年

７
月
31
日
以
前
か
ら
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
た
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助

成
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の

方
は
入
院
の
保
険
診
療
分
の
み

助
成
）
所
得
制
限
あ
り
】

各
医
療
費
助
成
制
度

払
い
戻
し
申
請 

‐
ご
案
内
‐

　
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
や
、

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
で
受

診
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関

等
で
の
立
て
替
え
払
い
が
必
要

で
す
。

　
支
払
っ
た
金
額
の
う
ち
、
助

成
対
象
の
自
己
負
担
分
は
払
い

戻
し
の
申
請
に
よ
り
各
医
療
費

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
領
収
書
、
受
給
者
証
、
保
険
証
、

印
鑑
、
振
込
先
口
座
の
わ
か
る

物
を
持
っ
て
役
場
窓
口
で
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
払
い
戻
し
申
請
の
時
効
は
受

診
日
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す
。

問 

住
民
課
　
保
険
班（

③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

※
子
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
、
未
熟
児
養
育

医
療
費
の
お
問
い
合
わ
せ
先

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

医
療
費
助
成
制
度

‐
お
知
ら
せ
‐

重度心身障害児（者）医療費・老人医療費受給者証の更新申請は７月中に！

　現在、重度心身障害児（者）医療費、老人医療費の受給者証をお持ちの方は、７月３１日に有効期限をむか

えます。８月１日からの受給者証交付には更新申請が必要です。対象の方には、６月中に役場から更新申請書

を送付していますので、７月７日㊎までにご提出ください。
　ただし、いずれの制度も、前年度の所得によっては更新できない場合もありますので、ご了承ください。

提出先：　　　住民課　保険班（③番窓口） ☎ ３４-２３７２問
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▼
保
険
料
軽
減
措
置
が

　
　
　
　
　
変
更
さ
れ
ま
す

　
保
険
料
は
、
等
し
く
負
担
し

て
い
た
だ
く
均
等
割
額
（
５
０
，

３
１
７
円
）
と
、
所
得
に
応

じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
（
９
．

３
３
％
）
の
合
計
額
で
す
。

　
世
帯
の
所
得
が
低
い
方
に
対

し
て
は
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
令
和
５

年
度
で
は
そ
の
う
ち
軽
減
割
合

「
５
割
軽
減
」
と
「
２
割
軽
減
」

の
軽
減
判
定
基
準
額
が
変
更
さ

れ
ま
す
。（
上
記
参
照
）

　
保
険
料
額
の
通
知
は
、
７
月

中
頃
に
送
付
し
ま
す
。
　
　
　

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る

方
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
や
口
座
振
替
と

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
同
封
の
納
付
書
に
よ
り
納
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
保
険
証
お
よ
び
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新

　
７
月
31
日
有
効
期
限
満
了
に

伴
い
、
保
険
証
お
よ
び
限
度
額

適
用
認
定
証
を
更
新
い
た
し
ま

す
。
７
月
中
頃
か
ら
順
次
、
送

付
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

‐
保
険
証
‐

　
お
手
元
に
届
き
次
第
、『
み

ず
色
』
の
新
し
い
保
険
証
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
に
よ
り
、
保
険
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

例
１
割
負
担
→
３
割
負
担
変
更

と
な
る
場
合

「
３
割
（
令
和
５
年
７
月
31
日

ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ

ま
す
。

‐
限
度
額
適
用
認
定
証
‐

　
現
在
　
限
度
額
適
用
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
令

和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し

い
限
度
額
適
用
認
定
証
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降 

医
療
機
関
を

受
診
の
際
は
、
新
し
い
限
度
額

適
用
認
定
証
の
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。

‐
有
効
期
限
満
了
の
保
険
証
‐

　『
う
す
い
み
ど
り
色
』
の
保

険
証
お
よ
び
限
度
額
適
用
認
定

証
に
つ
い
て
、
役
場
に
お
越
し

の
際
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、

ご
自
分
で
細
か
く
裁
断
す
る
な

ど
し
て
、
住
所
・
氏
名
な
ど
が

他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
十
分

ご
注
意
の
上
、
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
令
和
５
年
度
に

75
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

　
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
す

べ
て
の
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
さ
れ
る
前
に
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
ご
本
人
は
手
続
き
不
要

で
す
が
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
社
会
保
険
加
入
の
方

は
、
別
途
、
国
民
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
の
手
続
き
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

決
定
通
知
（
納
付
書
）
を
誕
生

日
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
等
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
前
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
た
方
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
あ
ら
か
じ
め
誕

生
日
の
前
月
ま
で
の
保
険
税
と

し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

問 

住
民
課
　
保
険
班

　
　
　
　
　
　（
③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

問 

和
歌
山
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　
本
町
で
は
平
成
18
年
か
ら
、

町
民
の
方
で
障
害
の
あ
る
ご
本

人
や
、
障
害
の
あ
る
方
を
支
え

て
い
る
ご
家
族
お
よ
び
支
援
者

か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人
へ
委
託
し
て
い
ま

す
。

　
相
談
方
法
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

出
張
相
談
日

相 

毎
週
火
曜
日

時 

13
時
30
分
～

場 

上
富
田
町
役
場
内

１
階
相
談
室

・
相
談
員
と
役
場
職
員
が
対
応

・
障
害
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
状
況
に
よ
り
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
出
張
相
談
に
行
け
な
い
場
合

や
、
相
談
日
以
外
に
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
で
の
ご

相
談
も
可
能
で
す
。

直
接
相
談
を
し
た
い
場
合

　
西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者

相
談
セ
ン
タ
ー
　
に
じ
の
わ

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

田
辺
市
高
雄
一
丁
目
２
３
‐
１

☎
２
６
‐
４
９
２
３

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

障
害
福
祉
に
関
す
る

相
談
事

＜令和５年度 均等割軽減 判定基準＞

軽減割合 総所得金額等の合計（同一世帯内の被保険者および世帯主）

５割軽減
変更前 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×２８．５万円）以下

変更後 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×２９万円）以下

２割軽減
変更前 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×５２万円）以下

変更後 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×５３．５万円）以下
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気
温
が
上
が
り
、
熱
中
症
や

脱
水
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

天
気
や
日
に
よ
っ
て
も
、
気
温
・

湿
度
が
安
定
せ
ず
体
調
を
崩
し

や
す
く
も
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
季
節
に
注
意
す
べ
き

こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
熱
中
症

　

注
意
点

・
前
日
よ
り
気
温
が
上
昇
し
た

日
で
あ
る
場
合

・
冷
房
の
効
い
た
屋
内
か
ら
気

温
の
高
い
屋
外
に
出
る
場
合

　
以
上
が
熱
中
症
の
危
険
性
が

高
い
環
境
で
す
。

　

予
防
策

・
直
接
日
光
に
当
た
る
こ
と
は

避
け
る
か
、
当
た
る
時
間
を

短
く
す
る

・
高
齢
に
な
る
と
、
室
温
が
高

く
て
も
気
付
け
な
い
場
合
が

あ
る
の
で
、
適
度
な
冷
房
の

使
用
と
水
分
補
給
を
意
識
す

る
・
屋
外
で
過
ご
す
場
合
は
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
用
意

　

体
の
冷
や
し
方

・
日
光
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ

で
水
分
補
給
を
す
る

・
保
冷
剤
に
軽
く
タ
オ
ル
を
巻

い
た
も
の
な
ど
で
、
脇
の
下
・

首
回
り
・
足
の
付
け
根
を
冷

や
す

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
場
合

・
軽
症
で
あ
れ
ば
、
体
温
を
下

げ
て
水
分
補
給
を
す
る
こ
と

で
改
善
し
ま
す

・
症
状
が
重
く
、
吐
き
気
な
ど

で
水
分
補
給
で
き
な
い
時
は

迷
わ
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う

◆
冷
房
病

　

注
意
点

・
冷
房
が
効
い
た
部
屋
に
長
時

間
い
る
場
合

・
５
℃
以
上
の
急
激
な
温
度
差

の
あ
る
場
所
を
行
き
来
す
る

場
合

　
以
上
が
冷
房
病
の
危
険
性
が

高
い
環
境
で
す
。

　

対
策

・
冷
房
に
当
た
り
す
ぎ
な
い
、

避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
ひ
ざ

掛
け
や
上
着
を
羽
織
る

・
外
気
と
の
温
度
差
を
５
℃
以

内
に
す
る

・
軽
く
運
動
を
す
る
な
ど
、
自

身
の
体
温
を
上
げ
る
よ
う
に

す
る

・
生
活
リ
ズ
ム
や
栄
養
バ
ラ
ン

ス
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
健

康
状
態
を
維
持
す
る

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群

　

注
意
点

　
糖
分
を
多
く
含
む
清
涼
飲
料

水
を
大
量
に
飲
み
、
糖
分
を
一

気
に
摂
取
す
る
事
で
糖
尿
病
の

急
激
な
発
症
・
悪
化
を
起
こ
し

ま
す
。

　
高
血
糖
状
態
に
な
る
と
、
さ

ら
に
の
ど
の
渇
き
を
引
き
起
こ

し
、
清
涼
飲
料
水
を
飲
ん
で
し

ま
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
症
候
群
と
な
り
ま

す
。

　

症
状

　
倦け
ん
た
い
か
ん

怠
感
・
嘔お

う

と吐
・
腹
痛
な
ど

を
引
き
起
し
、
重
篤
な
場
合
は

意
識
を
失
っ
た
り
死
亡
に
至
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
軽
症
で
あ
っ
て
も
、
将
来
的

に
糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
の
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

発
症
し
や
す
い
人

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
清
涼
飲
料

水
を
よ
く
購
入
し
て
飲
ん
で
い

る
、
10
～
30
歳
代
の
若
年
層
に

多
く
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
策

　
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
や
糖
質
ゼ
ロ

と
表
記
し
て
い
る
商
品
で
も
、

食
品
表
示
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
含
有
量
で
あ
れ
ば
、
表
記
で

き
る
為
、
糖
質
が
全
く
入
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
商
品
も
飲

み
過
ぎ
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
日
頃
の
水
分
補
給
は
水
や
お

茶
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
も

ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
過
ぎ
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

令和5年7月16日～令和5年8月15日

行事名 日　　程 場　　所 対　　象

2 歳児相談 7月19 日㊌

上富田町
保健センター

令和 3 年 1月・2 月まれの方

3 歳児健診 7月 26 日㊌ 令和 2 年 1月・2 月まれの方

4 か月健診
8 月 9 日㊌

令和 ５ 年 4 月生まれの方

10 か月健診 令和 4 年 9 月生まれの方

育児相談(2か月)
8 月10 日㊍

令和 ５ 年 6 月生まれの方

育児相談(1歳) 令和 4 年 7月生まれの方

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

7月28日は｢世界肝炎デー｣、世界的にウイルス性肝炎の感染予防や知識の普及を目的

としています。

世界肝炎デーと同日の7月28日を日本肝炎デー、日本肝炎デーを含む1週間を｢肝臓週

間｣とし、肝炎の正しい知識・理解が進むよう普及啓発を行っています。

7月28日は「日本肝炎デー」 7
月
の
健
康
、

　
　
　
　

自
己
管
理
術
！
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時 

６
月
24
日
㊏
～
７
月
20
日
㊍

場 

大
賀
ハ
ス
田
（
田
中
神
社
横
）

大
賀
ハ
ス
関
連
俳
句
募
集

【
応
募
要
領
】

　
ハ
ス
田
の
俳
句
箱
に
投
句

　
お
一
人
様
３
句
ま
で

【
応
募
期
間
】

　
６
月
24
日
㊏
～
７
月
31
日
㊊

【
審
　
査
】
審
査
委
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
選
定

【
発
　
表
】
入
選
者
に
直
接
通
知

【
　
賞
　
】

　
特
　
選
　
３
句
（
記
念
品
）

　
入
　
選
　
10
句
（
記
念
品
）

大
賀
ハ
ス
関
連
写
真 

‐
募
集
‐

【
サ
イ
ズ
】

　
　
２
Ｌ
サ
イ
ズ

　
　
組
写
真
は
不
可

【
記
載
事
項
】

　
応
募
票
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
点
数
】

お
一
人
様
３
点
ま
で

※
７
月
31
日
㊊
ま
で
に
撮
影
し

　
た
も
の
。

【
応
募
期
間
】

　
６
月
24
日
㊏
～
７
月
31
日
㊊

（
当
日
消
印
有
効
）

【
審
　
査
】

　
　
審
査
委
員
に
よ
る
選
定

【
発
　
表
】

　
　
入
選
者
に
直
接
通
知

【
　
賞
　
】

　
　
特
　
選
　
１
名
（
記
念
品
）

　
　
準
特
選
　
２
名
（
記
念
品
）

　
　
入
　
選
　
５
名
（
記
念
品
）

【
そ
の
他
】

　
入
選
作
品
の
著
作
権
は
撮
影

者
に
帰
属
し
ま
す
。

　
主
催
者
は
、
入
賞
作
品
を
入

賞
者
の
許
諾
を
要
す
る
こ
と
な

く
無
償
で
使
用
す
る
権
利
を
有

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
作
品
は
、
必
ず
被
写
体
の
了

解
を
得
た
も
の
で
、
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
加
工
が
施
さ
れ
た
写

真
は
審
査
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

主 

催 

… 

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

後 

援 

… 

上
富
田
町
観
光
協
会

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
こ
ん
な
こ
と
、
あ
り
ま
せ
ん

か
？

・
父
親
が
倒
れ
た
。
介
護
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
仕

事
は
辞
め
る
し
か
な
い
の

か
・
・
・

・
病
院
へ
の
付
き
添
い
で
、
半

日
仕
事
を
休
み
た
い
。

・
介
護
の
た
め
に
年
次
休
暇
を

使
い
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

何
か
利
用
で
き
る
制
度
が
あ
れ

ば
・
・
・

　
な
ど
、
こ
ん
な
時
、
ど
こ
へ

相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
と
な
っ
た
場
合
、
介
護
休

業
制
度
や
介
護
休
業
中
の
経
済

的
支
援
に
関
し
て
は
都
道
府
県

労
務
局
へ
の
相
談
と
な
り
ま
す

が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
や
介
護
の
部
分
で
ど
の
よ
う

に
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
な

ど
、
そ
う
い
っ
た
場
合
、
ま
ず

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　
仕
事
を
し
な
が
ら
、
介
護
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
肉
体
的
、
精
神

的
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て

き
ま
す
。
う
ま
く
制
度
を
活
用
す

る
事
で
負
担
を
減
ら
し
、
仕
事
と

介
護
を
両
立
し
て
い
け
る
よ
う
に

悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ

う
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
ふ
や
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

７
月
18
日
㊋

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
認
知
症
や
介
護
に
つ
い
て
気

軽
に
お
話
し
や
相
談
が
で
き
る

場
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０(

代)

大
賀
ハ
ス
ま
つ
り

‐
ご
案
内
‐

問
・
応
募
先 

〒
６
４
９
‐
２
１
９
２

　
上
富
田
町
朝
来
７
６
３
番
地

　
大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
事
務
局

　（
振
興
課
　
企
画
・
商
工
観

　 

光
班
⑧
番
窓
口
））

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
上
富
田
町
商
工
会
で
は
、
第

４
回
ぐ
る
ぐ
る
か
み
と
ん
市
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
７
月
１
日
㊏
～
８
月
31
日
㊍

※
参
加
店
お
よ
び
賞
品
に
つ
い

て
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問 
上
富
田
町
商
工
会

☎
４
７
‐
１
５
３
１

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

豪
華
賞
品
が
当
た
る

ぐ
る
ぐ
る
か
み
と
ん
市

(

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー)

介
護
で
仕
事
を
辞
め
る
前
に

ご
相
談
下
さ
い
！

-6-



　
令
和
五
年
度
か
ら
体
育
祭
が

春
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
下
が
り
、

保
護
者
の
人
数
制
限
を
す
る
こ

と
な
く
行
っ
た
の
で
、
た
く
さ

ん
の
保
護
者
の
方
、
地
域
の
方

に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
最
高
の
体
育
祭
に
す
る
た
め

に
三
年
生
が
高
い
壁
を
乗
り
越

え
た
努
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
の
壁
は
、
実
行
委
員

の
ダ
ン
ス
を
考
え
る
期
間
が
な

い
こ
と
で
す
。
秋
開
催
時
は
、

夏
休
み
中
に
ダ
ン
ス
の
曲
を
決

め
、
振
り
付
け
を
考
え
て
い
ま

し
た
。
五
月
開
催
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
に
は
、
前
年
度
か
ら

ダ
ン
ス
を
考
え
な
い
と
間
に
合

わ
な
い
の
で
す
。

　
二
つ
目
の
壁
は
、
ダ
ン
ス
の

曲
と
振
り
付
け
を
ど
う
す
る
か

で
す
。
今
ま
で
は
、
色
別
で
曲

と
振
り
付
け
を
考
え
て
い
た
の

で
、
色
ご
と
に
曲
と
振
り
付
け

が
違
い
ま
し
た
。
三
年
生
は
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
色
を
決
め
ま
す
。

二
年
時
の
ク
ラ
ス
で
ダ
ン
ス
を

決
め
る
と
、
三
年
時
の
ク
ラ
ス

で
は
、
踊
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
す
。
そ
れ
は
、
ク
ラ
ス
分

け
で
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が

変
わ
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
こ
の
二
つ
の
壁
は
、
三
年
生

に
と
っ
て
、
と
て
も
と
て
も
高

い
も
の
で
し
た
。

　
開
催
成
功
に
向
け
、
ま
ず
三

年
生
が
行
っ
た
の
は
、
二
年
時

に
企
画
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

い
ろ
い
ろ
な
案
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
長
い
時
間
話
合
い
出
し

た
答
え
は
、
ダ
ン
ス
の
曲
も
振

り
付
け
も
同
じ
に
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
　

　
決
定
後
は
、
三
年
生
全
員
が

実
行
委
員
に
な
り
、
一
、
二
年
生

に
一
生
懸
命
ダ
ン
ス
を
教
え
ま

し
た
。

　
体
育
祭
当
日
、
か
け
声
な
ど

工
夫
し
、
各
色
が
全
力
で
踊
り
、

歓
声
と
拍
手
の
う
ず
が
青
い
空

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

と
て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、
今
年
の
体
育
祭
は
、

こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

閉
会
式
前
、
結
果
発
表
の
審
査

を
待
つ
時
間
に
体
育
の
先
生
が
、

ダ
ン
ス
の
曲
を
流
し
た
の
で
す
。

　
す
る
と
、
三
年
生
だ
け
で
な

く
、
全
生
徒
が
テ
ン
ト
を
飛
び

出
し
、
踊
り
始
め
ま
し
た
。
今

ま
で
の
体
育
祭
で
は
、
絶
対
に

あ
り
え
な
い
光
景
で
す
。

　
上
中
初
の
春
の
体
育
祭
、
三

年
生
が
努
力
し
た
分
、
新
し
い

形
が
生
ま
れ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
青
い
空
の
下
、
全
生
徒
が
最

高
の
笑
顔
で
踊
り
、
キ
ラ
キ
ラ
輝

く
姿
が
そ
の
後
も
続
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
「
夢
」
と
聞
い

て
、
ど
ん
な
夢
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
。
将
来
に
つ
い
て
の
理

想
的
な
夢
だ
っ
た
り
、
寝
て
い

る
間
に
見
る
よ
う
な
夢
も
あ
っ

た
り
、
現
実
的
、
あ
る
い
は
常

識
的
で
は
無
い
け
れ
ど
一
回
は
や
っ
て
み
た
い
こ
と
で

あ
っ
た
り
…
。
人
そ
れ
ぞ
れ
色
ん
な
夢
を
思
い
浮
か
べ

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、「
夢
」と
い
わ
れ
る
と
、主
に
さ
っ

き
挙
げ
た
よ
う
な
、
寝
て
見
る
夢
と
か
将
来
の
夢
と
か

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
私
に
は
、
や
っ
て
み
た
い
夢
や

か
な
え
た
い
夢
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
の
か
な
え
た
い
、
や
っ
て
み
た
い
夢
は
、「
好
き
な

こ
と
を
好
き
な
だ
け
し
た
い
」
と
い
う
夢
で
す
。
私
は

絵
を
描
く
の
が
と
て
も
大
好
き
で
、
暇
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
描
い
て
い
ま
す
。
今
は
勉
強
や
将
来
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
た
り
…
と
大
変
で
、
な
か
な
か
好
き
な
絵
が

描
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
い
つ
か
大
人

に
な
っ
て
、
自
立
し
て
安
定
し
て
き
た
ら
、
専
用
の
道

具
を
た
く
さ
ん
買
い
込
ん
で
自
分
の
好
き
な
絵
を
ど
し

ど
し
描
き
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
好
き
な
だ
け
や
る
と
い
う
の
は
、
自
分
に
と
っ

て
苦
に
は
な
ら
な
い
し
、
良
い
こ
と
ず
く
め
で
と
て
も

素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
、
大
人
に
な
っ

た
と
き
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ
け
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
夢
に
つ
い
て
は
た
だ
の
想
像
で
、
憧
れ
を
映

し
出
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ

の
憧
れ
の
存
在
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
思
う
「
夢
」上富

田
中
学
校　

三
年　

谷
本　

爽

　今年も図書館や地域の親子文庫等と協力し、読書マラソンを実施します。
　子どもにとって読書は、成長する過程で言葉を学び、感性を磨き、表現力
を高め、想像力を豊かなものにするといわれています。
　多くの皆さんのチャレンジをお待ちしています。

マラソン完走者
には記念品を
プレゼント!!

マラソン完走者
には記念品を
プレゼント!!

みんなで完走！読書マラソン ～マイペースで読書習慣を～

上富田町青少年育成町民会議（教育委員会事務局内） ☎ ４７-５９３０問

7月21日㊎～8月31日㊍
町立図書館および親子文庫、学校図書館、県立紀南図書館、紫蘭
町内の3歳以上18 歳までの方（町内に通園、通学者可）
図書館等に備え付けのスタンプカードを受け取り、１日１回、読書（貸出し）をす
れば１個スタンプがもらえます。スタンプが10 個集まれば、感想文（小学生未満は感想画）を書
いて、学校、保育所等に提出してください。
※提出いただいた感想画等は図書館に掲示させていただく場合がありますのでご了承ください。

期　　間：
利用図書：
対 象 者：
内　　容：

学 学 
校校

紹紹

介介

「
最
高
の
体
育
祭
」

　
　
　  
上
富
田
中
学
校
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ザ
リ
ガ
ニ
や
腕
白
手
掴
み
幼
に
分
け

夫
励
む
リ
ハ
ビ
リ
の
窓
青
葉
風

五
人
し
て
都
忘
れ
の
根
分
け
か
な

早
苗
田
の
は
や
力
あ
る
葉
擦
か
な

木
村
　
圀
夫

田
浦
　
陽
子

宮
本
　
　
操

松
本
武
千
代

軒
下
の
玉
ネ
ギ
猿
に
取
ら
れ
し
と

　
　
　
　
　
　
　
伯
母
の
怒
り
が
我
に
伝
わ
る

山
口
さ
と
江

鉢
植
え
の
ね
じ
花
そ
の
身
を
く
ね
ら
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
吾
れ
も
出
番
と
咲
き
の
ぼ
り
ゆ
く

稲
田
　
和
代

母
の
日
に
嫁
に
も
ら
っ
た
紫
陽
花
が

　
　
　
　
　
　
　
や
さ
し
い
色
の
大
き
な
株
に

稗
田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
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くちくまのチャレンジデー2022を開催しました！くちくまのチャレンジデー2022を開催しました！くちくまのチャレンジデー2023を開催しました！ ５月３１日に開催

北海道芽室町

上富田町

人　口

18,029人

15,709人

参加人数

7,137人

6,425人

参加率

39.6％

40.9％

ご協力ありがとうございました。　上富田町チャレンジデー実行委員会

　毎年５月の最終水曜日に、15分間以上続けて運動した方をカウントし、対戦相手の自治体と参加率を競い合

うイベントです。今年は、北海道芽室町との対戦になりました。

　当日は生憎の天候の中、老若男女問わずたくさんの方が参加してくださいました。

　今年の上富田町の参加率は40.9％と、目標としていた50.0％に達することはできませんでしたが、対戦した自

治体には見事に勝利することができました。

　今後もこのようなイベントをきっかけに、住民の皆さまの健康に対する意識の向上に繋がれば幸いです。

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

街とその不確かな壁　　

汝、星のごとく　　　　

くもをさがす　　　　　

裁判官の爆笑お言葉集　

ヨモツイクサ　　　　　

コメンテーター　　　　

魔女と過ごした七日間　

成瀬は天下を取りにいく

102歳、一人暮らし。哲代おばあちゃんの心も体もさびない生き方

結局、腸が９割

村上　春樹　

凪良　ゆう　

西　加奈子　

長嶺　超輝　

知念　美希人

奥田　英朗　

東野　圭吾　

宮島　未奈　

石井　哲代

川本　　徹

新潮社

講談社 

河出書房新社

幻冬舎

双葉社

文藝春秋

KADOKAWA

新潮社

文藝春秋

アスコム

夏のおはなし会の

お知らせ

夏のおはなし会の

お知らせ

夏のおはなし会の

お知らせ

絵本の読み聞かせや、

紙芝居などをします。

みんなで図書館にきてくださいね。

日時：７月22日㊏　午後１時30分～２時
場所：上富田文化会館 ２階 和室

　　（エレベーターをご利用ください。）

※予定が変更となる場合があります。

　詳しくは図書館へお問い合わせください。
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朝来公民館

市ノ瀬公民館

浴衣着付け体験

7月19日㊌、8月2日㊌ 午後7時～9時
講師先生が浴衣の着付けをしてくれます。浴衣
をお持ちでなくても参加可能です（自前の浴衣
をお持ちいただいての着付けも可能です）。
小学校高学年以上の方ならどなたでも
朝来公民館
輪島　久子　氏
無料 
各10名（申込多数の場合は抽選となります）
浴衣セット一式（浴衣をお持ちの方）
朝来・岩崎・南紀の台の方
7月3日㊊～7月8日㊏
町内の方
7月10日㊊～7月15日㊏

時

内

対

場

申

持

費

定

講師

【浴衣の着付けを体験し和装に親しもう】

【あなたとあなたの家族の幸せのために！】

人形劇の講演

8月2日㊌ 午後2時～2時45分
小学1～3年生
「なかよし」「金のオノ」「ゴンとホットケーキ」
朝来公民館
30名（申込多数の場合は抽選となります）
人形劇団「あした」　　
無料 
朝来・岩崎・南紀の台の方
7月3日㊊～7月8日㊏
町内の方
7月10日㊊～7月15日㊏

時

対

場

申

費

定

演目

出演

盆踊り練習会

7月31日㊊・8月7日㊊ 午後7時～
8月5日㊏ 午後1時30分～
朝来公民館
不要

各教室・講演については、電話または直接朝来公民館にお申し
込みください。（㊍・㊐曜日を除く午前９時～午後４時）
LINEでの申し込みも受け付けております。右のQR
コードから朝来公民館LINEアカウントを友達追加し
て申し込みをお願いします。

時

場

申

7月15日㊏・22日㊏  午後6時～
（試食して解散します。夕食は取らずにご参加を）

市ノ瀬公民館（農村環境改善センター）

「栄養サポート紀南」の栄養士さん

両日ともに12名（1日だけの方は要相談）

1回500円（当日集金）

7月3日㊊から下記へお申し込みください。
男性に限らず料理が不得手な方は

どなたでも受講できます。

市ノ瀬公民館　☎48-0366

時

場

費

申

他

問

定

8月16日㊌午後7時～
朝来公民館

時

場

市ノ瀬・下鮎川地区第63回クリーン運動の実施について 男の料理教室受講生募集！

7月16日㊐　午前８時～10時（少雨実施）
※実施できない場合は7月23日㊐に延期します。延
期の場合は7時30分に放送をします。

＊ゴミは、午前10時までに市ノ瀬公民館（農村環境

改善センター）に搬入して下さい。

時

市ノ瀬小山河川敷コスモス園種まきの実施について

7月16日㊐から１週間
※１週間を目途にグループのご都合で実施してくだ

さい。

時

子ども料理教室

7月28日㊎、29日㊏ 午前10時～12時
28日㊎　小学4～6年生
29日㊏　小学1～3年生
朝来公民館
津葉井　真紀　氏
500円（当日集金） 
16名（申込多数の場合は抽選となります）
マスク、エプロン、三角巾、手拭きタオル
朝来・岩崎・南紀の台の方
7月3日㊊～7月8日㊏
町内の方
7月10日㊊～7月15日㊏

※食材の代替や器具の使い分けなどは行ってお
りません。アレルギーをお持ちの方はご家庭の
判断でご参加をお願いします。
　なお、使用食材については事前に公民館にお問
い合わせください。

※本番の盆踊り大会は下記の日程で開催予定です。

時

対

場

申

持

費

定

講師

講師

【自分のご飯は自分で作ろう】

問朝来公民館　☎47‐0545
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　令和4年2月に設置した「バスケット3×3コー

ト」を活用し、上記の交流イベントを開催しま

す。どなたでもご参加いただけますので、お気

軽にお申し込みください。

　第1回まちづくり講座を下記の日程で開催します。

　当日は、上田さとみ氏より湯浅町家庭教育支援

チームの取り組みや、子どもたちを見守る地域の

関わり方についてお話をしていただきます。多く

の皆さまのご来場をお待ちしています。

みんな　そろって　すこやかに

夏の子どもを守る運動夏の子どもを守る運動
７月１日～８月３１日

　夏場は、日照時間が長く夏休みなどで子どもの

活動時間と範囲が広がります。コンビニエンススト

ア周辺等に若者が多く集まるなどし、そのことが青

少年による非行の温床となるだけでなく、青少年

が犯罪等に巻き込まれる危険性も高くなります。ま

た、インターネットから青少年が有害情報にさらさ

れる危険、思わぬ水の事故や交通事故等、青少年

を取り巻く環境は危険を多くはらんでいると言え

ます。

　子どもたちの夏休み期間中の過ごし方について

は、各学校からの指示もありますが、町民の皆さま

におかれましても見守り等のご協力をお願いいたし

ます。

●明るい家庭、地域を大切にしましょう。

●交通事故を防ぎましょう。

●水の事故を防止しましょう。

●非行をなくしましょう。

●インターネットトラブルから守りましょう。

●不審者に気を付けましょう。

上富田町青少年育成町民会議・上富田町補導委員連絡会

バスケットボール3×3
オープニングフェスティバル

開催のお知らせ

7月30日㊐
受付：午前10時
イベント：午前10時30分～午後1時（雨天中止）
岩田ふれあい公園（岩田橋の下） 

バスケットボール3×3ゲームおよびゲスト選手
との交流
40名程度
無料
7月21日㊎まで
※下記QRコードからお申し込みください。
　難しい場合は、　までお電話ください。
申し込みは、チーム参加（３名１チー
ム）および個人参加（当日事務局に
てチーム編成）のどちらでも可能で
す。
体育協会事務局（教育委員会事務局内）
☎47- 5930

時

7月27日㊍　午後7時30分～8時40分
上富田文化会館 2階小ホール
「今、なぜ家庭教育支援？」
　　　　 ～つながることの大切さ～
湯浅町教育委員会 家庭教育支援チーム
「とらいあんぐる」代表
スクールソーシャルワーカー 上田さとみ 氏

題

時

場

場

内

定

費

申

他

問

問

問 上富田町生涯学習推進委員会　☎47‐5930

　薬物の恐ろしさ等を周知し、薬物乱用防止を

はかることを目的とした講演会を下記のとおり

実施いたします。特殊詐欺等、子供が巻き込ま

れやすい事件についてもお話しいただきます。

7月21日㊎ 午後7時00分～8時00分
上富田文化会館　２階小ホール（予定）

田辺青少年センター職員

時

場

問

講師

講師

教育委員会事務局　☎47-5930

まちづくり講座のご案内まちづくり講座のご案内 薬物乱用防止講演会
開催のお知らせ
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紀南交響楽団 ミニコンサート

  文化財めぐり

皆さん苦戦されていました。そんな中、３連覇を阻んで

優勝を勝ち取ったの

は、なんと公民館長

の山崎さんという結

果となりました。次回

大会も楽しみです。

★大会結果（敬称略）

　総合優勝　山崎 一光         　　（　）は確定打数

　ホールインワン賞  山崎一光 １回　石黒勝喜 １回

　※順位は、オフィシャルルールによって決定。

しく青きドナウ」など、クラシックやお馴染みの曲を鑑

賞。

　弦楽器や金管楽器、木管楽器など、様々な楽器のも

つ美しい音色が曲想に合い、素晴らしい演奏が多目的

ホールに響き渡りました。

　音楽の良さや美しさに感動し、中には楽しそうに体

でリズムをとりながら聴いている人の姿も見受けられま

した。

　プログラム最後の曲が終わっても拍手は止まず「ハ

ンガリー舞曲より第５番」をアンコール曲として演奏し

てくれました。

　来場者からは「この日が来るのをずっと前から楽し

みにしていました。」「どの曲も心が揺さぶられ、本当

に素晴らしかったです。」「今度また演奏会があったら

聴きに来ます。」などの声が寄せられました。

ね、金剛三昧院について理解が深まりました。

　午後は、平成２８年（2016）３月に移設された旧和歌

山県会議事堂（国の重要文化財）へ。壮麗な外観と会

議場の広さ、正面の床
とこ

の間の美しさ、使われていた柱

の太さや金具の大きさに圧倒されました。会議場は議

会の時だけでなく講演会場や投票所としても使われて

いたそうです。

　壮大な大空間を造るため三角形を組み合わせる洋

式のトラス構造が採用されていること、一本一本の柱

の位置や向きなどほぼ設計図通りに復元されているこ

と、壁は伝統的な土壁

で復元していることな

どが特に印象に残りま

した。

　貴重な歴史や文化に

ふれ、有意義な文化財

めぐりとなりました。

　 ５月２１日、上富田スポーツセンターにて、前期グラ

ウンド・ゴルフ大会を行いました。

　まずは、優勝旗の返還から。２連覇中の中村さんか

ら優勝旗の返還を受け、いよいよプレー開始です。

　今回は、前日から晴天でもあり、イノシシに荒らさ

れたところもな

く、コースコン

ディションは一

見よさそうに

見えていまし

た。が、いざプ

レーが始まると、思った以上に転がって溝に入ってし

まったり、うまく転がらずに飛距離が出なかったりと、

　５月１４日、紀南交響楽団（代表 岩田在住の神屋綾

子氏）によるミニ コンサートを開催しました。

　岩田公民館竣工記念として約４年前に演奏され、そ

の素晴らしさを感じられた地域の皆さんは、今回の演

奏会を心待ちにされていたようです。

　当日は小学生から高齢者まで、９３名もの方々の来

場を頂きました。

杉原 孝氏の指揮に

より、約５０分間の

コンサートが行わ

れました。「水上の

音楽よりアラホー

ンパイプ、ラピュタメドレー、もののけ姫メドレー、美

　５月１３日、参加者２２名で金
こんごうさんまいいん

剛三昧院（高野山）

と旧和歌山県会議事堂（岩出市）を訪れました。

　午前１０時過ぎに金剛三昧院に到着。ピークが過ぎ

たとはいえ、境内を彩り咲き誇る薄桃色のシャクナゲ

が一行を迎えてくれました。この寺院は、鎌倉時代の

建暦元年（1211）北条政子が、夫 源頼朝 の菩提を弔

うため禅定院として創建し、承久元年（1219）には金

剛三昧院に改称されました。

　初めに源頼朝の位牌などが安

置されている本堂を参拝してか

ら、貞
じょうおう

応２年（1223）に建立さ

れ、高野山に現存する最も古い建

物とされている多宝塔（国宝）を

見学。次に、毘
び

張
ちょう

尊
そ ん し し ゃ

師社や大日

堂、観音堂、本坊、経蔵などを訪

前期グラウンド・ゴルフ大会 朝来公民館

岩田公民館

多宝塔
旧和歌山県会議事堂

男子の部 女子の部

優  勝 山崎　一光（65） 瀬田　　エミ (69)

準優勝 花村　紘一（66） 陰地　ユリコ (70)

３  位 中村　敏夫（68） 中戸川　惠子 (73)

岩田公民館
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　５月１３日、くすの木文庫まつりが４年振りに開催

されました。当日はあいにくの雨天にもかかわらず約

５０名の親子の参加で、会場は笑顔と歓声に包まれ

ました。

　くすの木文庫は

平成３年に結成さ

れ、現在は生馬在

住の５名のメンバー

で活動されていま

す。施設に出向い

ての人形劇公演のほか、生馬公民館寺子屋塾の支援

など幅広いボランティア活動を展開されています。コ

ロナ禍までは毎年この時期に生馬公民館を会場にし

て、幼児と小学生を対象に文庫まつりを開催していま

した。

　久々の開催となった今回のプログラム

・おおきな紙芝居・おおきな絵本・パネルシアター

・玉入れなどレクリエーション

　団員のみなさんの巧みな語りと演出が、子どもたち

をメルヘンの世界にいざなってくれました。

　帰りにおみやげをもらった子どもたちは「来年も来

ます」と笑顔で会場を後にしました。

　教育委員会所蔵

の資料を整理してい

た際、高
た か の

野素
す

十
じゅう

が

当地（岩田）を訪れ

た時のプライベート

な写真を見つけまし

た。知る人ぞ知る俳

句界の巨匠の一人ですので、この機会に少し高野素十

について紹介しておきたいと思います。

　高野素十（1893～1976）本名：与
よ し み

巳は明治２６年

茨城県に生まれ、東京帝国大学医学部卒業。

　東大法医学教室にいたころ、水原秋
しゅう

桜
お う し

子の手引き

で俳句を始め、大正１２年から高浜虚子の指導を受

け、句風は虚子の唱導する客観写生に徹したといい

ます。（『現代句集』日本文学全集６９）

　素十氏は、水原秋桜子、山口誓
せ い し

子、阿波野青
せ い ほ

畝と

ともに「ホトトギス」の四Ｓと称されました。

　　甘草の芽のとびとびのひとならび
　村松紅花さんは「素十という作者が、客観写生の

行者として古今独歩の名句を数多く残したことは、も

はや文学史的な事実である。」と『素十・春夏秋冬』

のあとがきで書いています。

　素十自身も句集『初
はつからす

鴉』の序の中で「私はたゞ 虚

子先生の教ふるところのみに従って句を作ってきた。

工夫を凝らすといっても、それは如何にして写生に忠

実になり得るかといふことだけの工夫であった。」と

書いています。客観写生に徹するとはそういうことで

した。

　さて、素十が出羽里石率い

る山草句会の招きにより、初め

て岩田の地を訪れたのは昭和

３１年２月だったそうです。服

装から見ても、この写真はその

時のものではないかと思われ

ます。

　稲葉根王子跡には、素十の

句碑が建てられています。

　　春風の一日の道長かりし

 くすの木文庫まつり

「高野素十」の話

生馬公民館 令和５年度
第４５回上富田町俳句大会作品募集

　上富田町俳句大会に際し、一般投句を募集しま

す。多くの皆様から投句をいただければ幸いです。

申 作品（未発表の自由句）は、所定の用紙（教育委
員会事務局備付または町ホームページからダウ

ンロード）か原稿用紙に５句以内を１組とし、応

募の際に整理料500円（郵送の場合は郵便小為

替500円分を同封）を事務局に納入ください。

ひとり５組以内とします。

〒649-2192　西牟婁郡上富田町朝来758‐1　

上富田町中央公民館 上富田町俳句大会　係

対 どなたでも投句いただけます。
時 ７月３日㊊～９月１５日㊎
選 松本 武千代 先生    城戸 杉生 先生
賞 特選４句、入選２０句、佳作４０句

＊特選・入選には記念品を贈呈

　応募者全員に入賞作品集を配付

問 上富田町俳句大会係　☎47-5930
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上
富
田
町
で
は
平
成
７
年
度
か
ら
事
業
を
着
手
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
末
現
在
で
約
81
％
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
調
査
実
施
地
区
は
、
新
規
地
区
と
し
て
生
馬
字
芦
山
・
鹿

が
谷
・
岡
字
奥
草
・
小
郷
・
岡
川
地
区
を
実
施
し
ま
す
。
前
年
度
か
ら

の
継
続
地
区
と
し
て
、
生
馬
字
王
子
・
板
木
・
風
穴
・
拂
合
・
黄
金
倉

地
区
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
あ
た
り
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
白

浜
町
・
み
な
べ
町
と
合
同
で
開

催
し
ま
す
。

　
手
話
で
日
常
会
話
が
行
わ
れ

る
程
度
の
手
話
語
彙
や
手
話
表

現
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
ま

す
。

　
ま
た
、
全
日
程
の
80
％
以
上

を
出
席
し
た
方
に
は
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

日
程
・
場
　
全
18
回

(3)
町
内
の
会
社
等
に
勤
務
す
る

方定 

20
名
　
定
員
に
達
し
た
場
合

は
、
抽
選

費 

無
料

　
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代(

３
，

３
０
０
円)

に
つ
い
て
は
ご
負
担

お
願
い
し
ま
す
。
お
持
ち
で
は

な
い
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申 

7
月
30
日(

消
印
有
効)

ま

で
に
、
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
。(

郵
送
お

よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ 

可)

(

申
込
書
に
つ
い
て
は
福
祉
課
福

祉
班
⑤
窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す)

問 

福
祉
課 

福
祉
班

⑤
番
窓
口

〒
６
４
９
‐
２
１
９
２
　
　
　

上
富
田
町
朝
来
７
６
３
番
地

☎
３
４
‐
２
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
７
‐
４
０
０
５

時 

19
時
～
20
時
30
分

対  

(1)
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

(2)
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
15

　
歳
以
上
の
方

日程 会場

9 / 4 、 9 / 1 1 、
9 / 2 5 、 1 0 / 2 、
10/16、10/23

上富田町役場
大会議室

10/30、11/6、
11/13、11/20、
11/27、12/4

みなべ町役場
大会議室

12/11、12/18、
1 / 1 5 、 1 / 2 2 、
1/29、2/5

白浜消防署

問 
建
設
課
　
管
理
班(

⑭
番
窓
口)

　
☎
３
４
‐
２
３
７
４

土地所有者にとっては、こんなことに役立ちます
土地取引が
円滑にできる

土地トラブルの
未然防止

境界確認の費用が
かからない

課税の適正化

　正確な土地の状況が登
記簿に反映されるため、安
心して土地取引ができるよ
うになります。

　土地の境界が不明確だ
と様々なトラブルが発生し
がちですが、地籍調査をす
ることで未然に防ぐことが
できます。

　個人で境界を確定するた
めには、測量や法務局への
申請などの費用がかかりま
すが、地籍調査では必要あ
りません。

　固定資産税の課税基礎
となる土地の面積が正確
に測量されるため、課税の
適正化に役立ちます。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座　

(

入
門
課
程)

‐
受
講
生
募
集
‐

地
籍
調
査
事
業 

‐
ご
案
内
‐

-13--14-



熱
中
症
と
は
・
・
・

　
温
度
や
湿
度
が
高
い
中
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、

め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど

い
と
き
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意

識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な
障
害

を
お
こ
す
症
状
の
こ
と
で
す
。

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

【
暑
さ
を
避
け
る
】

①
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度

を
こ
ま
め
に
調
整
し
ま
し
ょ

う
。

②
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

③
外
出
時
に
は
、
日
傘
や
帽
子

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
天
気
の
良
い
日
は
、
日
陰
を

利
用
し
た
り
、
こ
ま
め
に
休 

憩
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
吸
湿
性
、
速
乾
性
、
通
気
性

が
よ
い
衣
服
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ

ル
な
ど
で
体
を
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。

⑦
暑
く
な
り
始
め
の
時
期
か

ら
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
適

度
な
運
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

【
こ
ま
め
に
水
分
補
給
】

　
室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分

な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
応
急
処
置

①
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室

内
や
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な

ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
す

る
。

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
首
の
周
り

や
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け 

根
な
ど
を
冷
や
す
。

③
飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
水

分
や
塩
分
、
経
口
補
水
液
を 

補
給
す
る
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
活
用

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、

特
に
暑
く
な
る
と
予
測
さ
れ
た

日
の
当
日
や
前
日
に
発
令
さ

れ
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
等

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水

分
補
給
や
休
息
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
熱
中
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

朝

来

朝

来

朝

来
岡

岩

田

朝

来

岩

田

岩

崎

朝

来

尾
尻
　
利
夫

上
野
喜
美
枝

山
下
　
繁
光

髙
垣
　
牛
男

太
田
　
剛
史

柿
本
　
彰
雄

出
羽
　
郁
子

佐
々
木
誠
司

松
田
　
　
讓

88
歳

95
歳

85
歳

87
歳

60
歳

95
歳

69
歳

64
歳

58
歳

（
博
一
・
春
香
）

（
洸
介
・
美
晴
）

（
達
成
・
理
子
）

（
賢
司
・
実
紅
）

（
亮
・
朱
都
）　

（
力
哉
・
夕
夏
）

（
和
輝
・
絵
里
香
）

（
計
明
・
奈
央
）

上
富
田
町

岩

田

上
富
田
町

上
富
田
町

朝

来

市
ノ
瀬

岩

田

上
富
田
町

髙た
か
が
き垣

陽や

ま

は
茉
葉

井い
た
に澗
鴻こ
う
し
ろ
う

志
郎

野の
じ地

　
燈と
う
ま真

米よ
ね
だ田

　
葵き
い
と音

上う
え
じ地

　
　
将
し
ょ
う

谷た
に
も
と本

　
葵き
は
る暖

大お
お
た
に谷

　
悠ゆ
う
ひ陽

羽は
た
け竹

　
　
柊し
ゅ
う

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

上富田町の人口と世帯数
令和5年 5月末現在

前月比
総 数 15,712 人 +32

男 性 7,526 人 +17

女 性 8,186 人 +15

世帯数 7,495 世帯 +25

上
富
田
町
届
出
（
5
月
分
）

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
　
　
４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

田辺市消防本部

YouTube

公式チャンネル

ぜひご覧ください！

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

　
固
定
資
産
税
　
　  

（
第
２
期
）

◆
納
期
限
　

　
７
月
31
日
㊊

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
13
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

企
画
産
業
課

☎
２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
18
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

熱
中
症
に
注
意

子
ど
も
と
高
齢
者
は

特
に
注
意
が
必
要
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.665

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ
び
原
油
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇

の
影
響
に
よ
り
町
内
の
消
費
が
低
迷
し
て
い
る
中
、
町
民
へ
の
生
活
支

援
と
町
内
で
の
消
費
行
動
の
喚
起
を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
か
み
と
ん
だ
地
域
元
気
活
性
化
商
品
券
支
給
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
原
油
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇
の
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
世
帯
を
支

援
す
る
た
め
、
か
み
と
ん
だ
地
域
元
気
活
性
化
商
品
券
を
支
給
し
ま
す
。

事
業
内
容

　
上
富
田
町
が
発
行
す
る
「
上

富
田
町
地
域
元
気
活
性
化
商
品

券
」
を
町
民
一
人
当
た
り

４
，
０
０
０
円
分
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　
令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
、

上
富
田
町
に
住
所
を
有
す
る
全

町
民
。

配
布
期
間

　
８
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
に

か
け
て
順
次
、
郵
便
局
の
ゆ
う

パ
ッ
ク
（
対
面
受
取
）
に
よ
り
、

配
布
い
た
し
ま
す
。

商
品
券
の
概
要

●
商
品
券

　
町
民
１
人
に 

４
，
０
０
０
円

（
千
円
券
×
４
枚
）

●
使
用
期
間

　
９
月
１
日
㊎
　
～

　
　
　
令
和
６
年
１
月
31
日
㊌

●
利
用
店
舗

　
上
富
田
町
地
域
元
気
活
性
化

商
品
券
取
扱
店
と
し
て
登
録
の

あ
る
店
舗

事
業
内
容

　
上
富
田
町
が
発
行
す
る
「
か

み
と
ん
だ
地
域
元
気
活
性
化
商

品
券
」
を
対
象
世
帯
当
た
り

３
０
，
０
０
０
円
分
支
給
し
ま

す
。対

象
者

　
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住

民
税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。

世
帯
内
外
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

配
布
期
間

　
商
品
券
支
給
事
業
の
封
筒
に

同
封
し
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

（
８
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
に

か
け
て
順
次
発
送
）

※
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に

上
富
田
町
に
転
入
さ
れ
た
世
帯

に
は
、
申
請
書
類
一
式
を
郵
送

い
た
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
令
和

５
年
１
月
１
日
時
点
で
居
住
し

て
い
た
市
区
町
村
の
『
非
課
税
証

明
書
』
を
添
付
し
、
申
請
書
を
窓

口
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
商
品
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

商
品
券
の
概
要

●
商
品
券

　
対
象
世
帯
に
３
０
，
０
０
０
円

（
千
円
券
×
30
枚
）

※
使
用
期
間
や
利
用
店
舗
等
は

上
記
の
商
品
券
事
業
と
同
様
に

な
り
ま
す
。

問 

役
場
　
福
祉
課

福
祉
班

☎
３
４-

２
３
７
３

　
４
月
10
日
よ
り
、
か
み
と
ん

だ
町
デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
と
は
？

特
徴
１

　
30
分
毎
の
予
約
制
で
す
。

特
徴
２

　
指
定
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
で
乗

り
降
り
で
き
ま
す
。

特
徴
３

　
乗
り
合
い
バ
ス
で
す
。
他
の

お
客
様
も
途
中
で
乗
り
降
り
し

な
が
ら
最
適
な
ル
ー
ト
を
選
ん

で
走
り
ま
す
。

ご
利
用
方
法

❶ 

利
用
登
録

　
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　
利
用
登
録
申
込
書
は
、
振
興

課
⑧
番
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

❷ 

電
話
予
約

　
利
用
登
録
完
了
後
、
電
話
予

約
を
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
先

　
明
光
バ
ス
受
付
セ
ン
タ
ー

☎
３
３
‐
２
０
７
８

※
予
約
内
容
は
、
登
録
番
号
、

氏
名
、
時
間
、
乗
降
場
所
、
人
数
、

連
絡
先
と
な
り
ま
す
。

問 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
問 

役
場
　
振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班

☎
３
４
‐
２
３
７
０

か
み
と
ん
だ
地
域
元
気
活
性
化

商
品
券
支
給
事
業 

‐
ご
案
内
‐

低
所
得
世
帯
支
援  

商
品
券
支
給
事
業 

‐
ご
案
内
‐

か
み
と
ん
だ
町

  

デ
マ
ン
ド
型 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

‐
お
知
ら
せ
‐

商
品
券
利
用
可
能

登
録
店
舗
‐
募
集
‐


